
令和６年度鳥取県立博物館事業の事業計画案について 

事業 

番号 

事業 

名 
事業概要 備考（新規、変更点等） 

1 

企
画
展
開
催
費 

鳥取県の自然、歴史、美術分野の資料、作品、その研究成

果等や、世界的・全国的に貴重な作品等について、企画展

として広く県民に紹介する。 

＜博物館主催＞ 

（１）アートって、なに？～あそびながら知る、美術館の

おもしろさ～（仮称） 

（２）ネコ展～にゃんと！クールなハンターたち～（仮称） 

（３）幕末土佐の天才絵師 絵金展（仮称） 

＜報道機関との共催＞ 

 古代エジプト美術館展 

 

○令和５年度当初予算で債務負

担行為設定済 

○広報強化のため､マスコミとの

実行委員会方式の開催を継続

予定 

2 

企
画
展
開
催
費
（
Ｒ
７
開
催
分
） 

令和７年度に開催を考えている企画展について､展示に必

要な作品､資料等の所有者等との借用交渉など､開催の前

年度から必要な準備を行う｡ 

<博物館主催> 

（１）超絶！昆虫ワールド(仮称) 

（２）カプコンの傑作 -The Art of Making Game-（仮称） 

＜美術館主催＞ 

令和７年春に開館する県立美術館が、博物館を会場にし

て開催する企画展 

＜民間等との共催＞ 

 博物館を会場に民間事業者が主催する世界的・全国的に

貴重な資料・作品等を県民に紹介する企画展 

 

○美術館開館後も､博物館におけ

る県民サービスを現状維持す

るため、年間４件の企画展を開

催 

3 

博
物
館
運
営
費 

県民に快適な鑑賞環境が提供できるよう､来館者等から意

見をお聞きしながら博物館施設の運営を行う｡また､博物

館が収蔵している約 20 万点におよぶ資料を害虫やカビ類

などから守るための被害調査や防除対策を行う｡ 

○博物館の課題について相談で

きるよう状況に応じて博物館

協議会を３～４回開催 

4 

自
然
事
業
費 

自然資料(地学･生物･植物)の収集･保存と調査研究を行

い､その成果を常設展示と教育普及活動により県民に紹介

する｡ 

 

○植物標本整理専門員を配置 

（会計年度任用職員：５年計画の

１年目） 

5 

人
文
事
業
費 

人文資料(考古･歴史･近現代･民俗)の収集･修復･保存と調

査研究を行い､その成果を常設展示と教育普及活動により

県民に紹介する｡ 

 

○令和５年度に購入した鳥取藩

池田家の大名道具を特別展示

室で展示 

6 

美
術
事
業
費 

美術資料(絵画･彫刻･工芸･写真等)の収集･修復･保存と調

査研究を行い､その成果を常設展示と教育普及活動により

県民に紹介する｡ 

 

○県立美術館への移転作業のた

めに展示回数減 

資料４ 



事業 

番号 

事業 

名 
事業概要 備考（新規、変更点等） 

7 

学
習
支
援
事
業
費

県民の生涯学習や学校教育を支援するために各種の講座

や体験学習会､移動博物館などを実施するとともに､博物

館の活動､研究成果､利用方法などについて広く情報を発

信する｡ 

8 

県
立
博
物
館
改

修
整
備
検
討
事

業 

博物館の改修は、平成３０年６月に策定した改修整備基本

構想で、美術館整備スケジュール等を踏まえながら適当な

時期に内容を改めて検討した上で着手するとされ、令和５

年度に改修のための見直し検討に着手したところである。 

〇令和６年度は「改修整備基本方

針」を策定し、整備・運営手法

の決定を行う 

令和６年度美術館整備局事業の事業計画案について 

事業 

番号 

事業 

名 
事業概要 備考（新規、変更点等） 

1 

鳥
取
県
立
美
術
館
整
備
推
進
事
業

県立美術館の令和７年３月３０日開館に向けて、ＰＦＩ手

法により着実に開館準備を進めるとともに、県全体の機運

醸成を県民との連携により行う。 

〇整備・運営経費（サービス対価） 

〇鳥取県立美術館整備運営事業に係るモニタリング支援 

事業 

〇鳥取県立美術館フィールドを活用した人材育成支援事 

 業 

〇「まんが王国とっとり」関連展示事業 

〇地域でつくる美術館応援事業 

〇県美ノベルティグッズ製作事業 

〇美術館整備局運営費 

〇「まんが王国とっとり」関連展

示事業は、前年度設計業務の展

示、設置 

2 

美
術
館
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

鳥取県立美術館の令和７年春開館に向けて、県内の文化芸

術に係る団体や教育現場等と連携した「県民立」の美術館

づくりを進めると共に、美術館への期待を高める活動を進

める。 

〇「アート・ラーニング・ラボ（ALL）」推進事業 

〇「私たちの県民立美術館」普及啓発事業 

〇全県美術館ネットワーク強化推進事業 

〇美術館協議会事業 

〇美術作品収集評価委員会事業 

〇美術作品収集評価委員会事業

は、開館に向けた寄贈等を含め

た収集作品の増 

3 

屋
外
美
術
作
品

制
作
委
託
事
業

県立美術館開館までに制作・設置する屋外彫刻作品につい

て、制作・加工、輸送、設置工事にかかる費用について現

年要求するもの。 



令和６年度企画展 

アートって、なに？
～あそびながら知る、美術館のおもしろさ～（仮称） 

開催要項（案） 

１ 趣旨 

新しい県立美術館の開館まで一年を切った令和６年の夏。当館では、家族連れでもっと気軽

にアートを楽しみたいと思っていた方々や、これまでアートに何となく距離を感じていた方々

などに向けて、自由に遊びながら会場をめぐることで、知らず知らずのうちにアートの世界の

広がりやおもしろさに出合うことのできる体験＝展覧会をお届けします。 

本展では、当館の美術部門が５０年以上の歳月のなかで展開してきた多岐にわたる活動を踏

まえて、当館が所蔵する美術作品や、本県と関連のある作家の作品、国内外で活躍する注目作

家の作品などを、ブース形式により、多様な切り口を設定して紹介します。会場をめぐる人々

は、五感を総動員しながら、予備知識の有無にかかわりなく、それぞれの視点でアート、そし

て美術館という場所のおもしろさを体験できると考えています。 

本展により、これまで美術館に敷居の高さを感じたり、強い関心を持っていなかった方々の

中にも、新しい県立美術館への期待感が芽生えることを願っています。 

２ 会期 

令和６年６月２９日（土）～８月２５日（日）※７月２９日は休館（開館日：５７日間） 

３ 会場 

鳥取県立博物館２階 第１、第２、第３特別展示室 

４ 観覧料 

一般 1,000 円（前売・団体 800 円）） 

※大学生以下の方、７０歳以上の方、学校教育活動での引率者、障がいのある方、難病患者

の方、要介護者等及びその介護者は無料

※実行委員会形式となる場合は、別途協議となります。

５ 展示内容 

当館所蔵美術作品、本県関連作家作品、国内外で活躍する注目作家作品等 

６ 関連事業（予定）： 

・アーティストによるワークショップ

・特別講師らによるシンポジウム

・学芸員と一緒にめぐるギャラリー・クルーズ（展示の楽しみ方をレクチャー）



令和６年度企画展 

「アートって、なに？ あそびながら知る、美術館のおもしろさ（仮称）」展示会場のイメージ 

国内外の作家（竹川宣彰、ジュリアン・オピーら）の 

作品の展示風景 

（県立博物館：2019） 

クワクボリョウタ

動く光源による暗室内での 

「光と影」の作品（県立博物館：2017） 

さまざまな美術コレクションの 

展示風景（県立博物館：2019） 



令和６年度企画展「ネコ展 ～にゃんと！クールなハンターたち～（仮）」開催要項（案） 

１ 趣旨：イエネコは我々にとって最もなじみの深い動物のひとつであり、現在では国内の飼育頭数

がイヌのそれを上回っている。多くの人に親しまれているイエネコだが、その動物としての

性質について科学的に正しい知識をもつ人は少ない。またネコ科の動物はいずれも完全な肉

食に特化したハンターで、世界各地の生態系で食物網の頂点に位置する。その一方、野生ネ

コの中には絶滅の危機に瀕している種類が少なくない。

本展覧会では、イエネコおよび野生ネコの生物学的な知識を正しく伝え、ネコという動物

を科学的な見地から紹介する。そしてイエネコという家畜化された動物について、また野生

ネコと共存できる社会について考えるきっかけを提供する。

２ 会期：令和６年１０月５日（土）～１１月１０日（日）：３４日間 

※１０月７日（月）・２１日（月）・２８日（月）は休館（予定）

３ 会場：鳥取県立博物館 第１・第２特別展示室 

４ 主催：「ネコ展」実行委員会、読売新聞社 

５ 入館料：一般 700 円（前売り・団体 500 円）、70 歳以上・大学生以下無料 

※学校教育活動での引率者、障がいのある方、難病患者の方、要介護者等及びその介護者

は無料

※実行委員会形式となる場合は、別途協議となります。

６ 借用先・協力団体等：国立科学博物館・北九州市立いのちのたび博物館・きしわだ自然資料館・

群馬県立自然史博物館・ミュージアムパーク茨城県自然博物館 

７ 展示内容 

第１章．ネコはなぜ、かわいいのか？ 

ネコのひみつ、まるはだか／イエネコの起源と歴史／イエネコの生物学

第２章．ネコ科って、どんな動物？ 

ネコ科は哺乳類／ネコ科の起源と進化／くらべてみよう、ネコ科とそれ以外

第３章．世界の野生ネコ 

アフリカ、南北アメリカ、アジア・ユーラシアの野生ネコ／日本の野生ネコとフィールド調査

第４章．ネコとともに生きるために 

イエネコ研究最前線／野生ネコの保全

８ 関連事業 

ギャラリートーク、うちげのネコ写真展、ネコ川柳、ネコ大喜利 



令和６年度企画展「ネコ展（仮）」展示イメージ 

●ネコはなぜ、かわいいのか？

巨大イエネコ模型 日本最古のイエネコ骨（実物、約 2000 年前） イエネコ映像

●ネコ科って、どんな動物？

ネコ型亜目ホプロフォネウス化石複製 イヌ型亜目ダフォエヌス実物化石 ネコ科とそれ以外の骨格比較

●世界の野生ネコ

世界の野生ネコ標本 

イリオモテヤマネコとツシマヤマネコの生態や形態を示す標本群とフィールド研究の紹介



令和６年度企画展 

「幕末土佐の天才絵師 絵金展」開催要項（案）

１ 会期 

令和６年１１月３０日（土）～令和７年１月１３日（月・祝）（３４日間） 

休館日（月曜日、１２/２９～１/３） 

２ 会場 

鳥取県立博物館 第 1・第 2 展示室 

３ 趣旨 

謎の天才絵師とも呼ばれる土佐の絵師・金蔵は、幕末から明治初期にかけて数多

くの芝居絵屏風などを残し、「絵金さん」の愛称で、地元高知で長年親しまれてき

ました。同時代のどの絵師とも異なる画風で描かれた屏風絵は、今も変わらず夏祭

りの数日間、高知各所の神社等で飾られ、闇の中に蝋燭の灯りで浮かび上がるおど

ろおどろしい芝居の場面は、見るものに鮮烈な印象を残しています。本展は、九州

・中国地方エリアで開催する初の大規模展です。幕末の土佐に生き、異彩を放つ屏

風絵・絵馬提灯などを残した「絵金」の類稀なる個性と、その魅力について、代表

作の数々で紹介します。

４ 展示構成（案） 

第１章 芝居絵屏風 

地元で長く守り続けられ、夏祭りの期間のみ、一部が公開されてきた芝居絵屏

風。本展では、そのおどろおどろしく、圧倒的な迫力を持つ極彩色の屏風絵を

一堂にご覧いただきます。 

第２章 絵馬提灯、横幟、白描 

圧倒的な迫力を持つ極彩色の芝居絵屏風以外にも、絵金は白描画、絵馬提灯、

横幟などの作品も多数残しています。ユーモアにあふれる作品も多く、おどろ

おどろしさとは異なる絵金の魅力も紹介します。 

第３章 闇の中の絵金の世界 

絵金の屏風絵は、闇の中にあってこそ、独特の存在感と異様な雰囲気を醸し出

します。展覧会の会場でも、絵馬台の復元、照明などの演出によって地元で公

開されている雰囲気を大胆に再現し、恐ろしくて美しい、その迫力と美を間近

で楽しんでいただきます。 

５ 観覧料 

 一般８００円（前売・２０名様以上の団体６００円） 

※大学生以下の方、７０歳以上の方、学校教育活動での引率者、障がいのある

方、難病患者の方、要介護者等及びその介護者は無料（要証明）

※実行委員会形式となる場合は、別途協議となります。

６ 関連事業 

ギャラリートーク、夜祭鑑賞会など



第３章の展示イメージ 

「大阪会場（2023年4月22日～6月18日・あべのハルカス美術館）での展示の様子」 








